
市
立
総
合
病
院
の
個
室
料
金

・

文
書
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す

今
後
も
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

医事課

（市立総合病院内）

0538-38-5000

0538-38-5041

☎

FAX

料
金
改
定
に
つ
い
て

市
立
総
合
病
院
は
、
磐
田
市
を
含
む
中
東
遠

医
療
圏
の
急
性
期
医
療
を
担
う
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
、
安
全
で
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
料
金
の
据
え
置
き
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ
る
諸
経

費
の
高
騰
な
ど
に
伴
い
、
12
月
1
日
㈪
よ
り
個
室

料
金
や
文
書
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す
。

患
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
外
来
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

救
急
外
来
は
、
緊
急
性
の
高
い
症
状
の
患
者

さ
ん
を
治
療
す
る
た
め
の
場
所
で
す
。
必
要
な

方
が
受
診
で
き
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ

た
り
、救
急
安
心
電
話
相
談
窓
口
「#
7
1
1
9
」

を
利
用
し
た
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

#
7
1
1
9
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

保
険
証
利
用
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
院

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
簡
単
に
利
用
登
録
が
で

き
ま
す
の
で
、
救
急
外
来
を
含
め
受
診
の
際
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い
。

過
去
の
処
方
薬
な
ど
を
病
院
と
ス
ム
ー
ズ
に

共
有
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

個室料金の改定

部屋名 旧料金 新料金

個室Ａ 7,700円 8,910円

個室Ｂ 5,500円 6,600円

２床室Ａ ― 6,600円

２床室Ｂ ― 4,400円

ＬＤＲ室   ※陣痛、分娩、産後の回復を同じ部屋で過ごせる個室 12,000円 14,000円

周産期センター　個室 7,000円 8,700円

文書などの料金の改定 （主なもの）

種別 旧料金 新料金

医療費 ・療養費支払い証明書 （簡易なもの） 770円 1,650円

医療費 ・療養費支払い証明書 （複雑なもの） 1,650円 3,300円

診断書 （簡易なもの） 1,650円 2,200円

診断書 （複雑なもの） 3,300円 5,500円

生命保険診断書 5,500円 7,150円

外国語診断書 （病院様式） ― 8,800円

外国語診断書 （病院様式以外） ― 11,000円

意見書料 （簡易なもの） ― 2,200円

意見書料 （複雑なもの） ― 5,500円

※改定日以前から入院されている方は、 １２月 1日から新料金が適用されます

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

※その他の文書などの料金改定について詳しくは、 市立総合病院ホームページをご覧ください

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ
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自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と

・
応
急
手
当
用
品
の
準
備
、
応
急
手
当
を
学
ぶ

・
家
具
の
転
倒
予
防
、
棚
や
扉
の
ロ
ッ
ク

・
家
の
中
で
危
険
な
状
態
の
物
を
な
く
す

発
災
時
に
で
き
る
こ
と

・
自
分
や
家
族
が
け
が
を
し
た
場
合
、
で
き
る

限
り
の
手
当
を
す
る

・
応
急
手
当
が
難
し
い
場
合
、
救
護
所
へ
搬
送

す
る

災
害
時
の
救
護
所
の
体
制
が

変
わ
り
ま
す

救
護
所
を
３
つ
の
病
院
前
に
開
設
し
ま
す

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2013

0538-35-4586

☎

FAX

令
和
８
年
１
月
７
日
正
午
に
新
た
な
体
制
へ

現
在
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
11
カ
所
の
救

護
所
を
順
次
開
設
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
こ
に
救
護
所
が
開
設
さ
れ

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
の
声
や
、
医
療

従
事
者
の
確
保
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
見
直
し
を
行
い
、
発
災
時
に

３
カ
所
の
病
院
前
救
護
所
を
直
ち
に
開
設
す

る
体
制
に
変
更
し
ま
す
。

※
現
在
の
11
カ
所
の
救
護
所
は
地
域
救
護
所

と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
開
設
し
ま
す

救
護
所
で
行
う
こ
と

救
護
所
で
は
、
医
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

が
チ
ー
ム
を
組
み
負
傷
者
に
対
し
て
ト※

リ
ア
ー

ジ
を
行
い
、
応
急
処
置
、
搬
送
の
手
配
を
し

ま
す
。

※
多
く
の
負
傷
者
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合

に
、
重
症
度
と
緊
急
度
を
分
類
し
、
搬
送

や
治
療
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
す

ページ番号

1001216

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
の
体
制
へ

過
去
の
大
規
模
震
災
で
は
、
軽
症
者
が
病
院

に
殺
到
し
た
こ
と
に
よ
り
、
病
院
の
診
療
機
能

が
低
下
し
、
重
傷
者
に
適
切
な
治
療
が
で
き
な

い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
前
救
護
所
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
と
軽
症
者

の
処
置
を
行
う
こ
と
で
、
病
院
は
重
傷
者
の
治

療
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
磐
田
市
立
総
合
病
院

・
新
都
市
病
院

（中
泉
7
0
3
）

・
豊
田
え
い
せ
い
病
院

（小
立
野
１
０
２
）

※
現
在
の
救
護
所
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

簡
易
ト
イ
レ
は
命
を
救
う

停
電
や
断
水
で
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
ト

イ
レ
が
使
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と
は
体
調
不
良

や
命
の
危
険
に
つ
な
が
り
ま
す
。
不
測
の

事
態
に
備
え
て
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

備蓄の目安

１人１日５回×７日

＝３５回分

▲病院前救護所のイメージ

病
院
前
救
護
所

（３
カ
所
）

▲ホーム
　 ページ
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磐
田
市
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

☎

FAX

0538-59-1716

0538-59-1766

警防課

（福田支所３階）

ページ番号

１００１１７０

私
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
ま
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

磐
田
市
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
磐
田
市
が
好
き
」
「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
今
こ
そ
消
防
団

に
入
り
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
入
団
資
格

・
18
歳
以
上

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

・
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
在
勤

▼
消
防
団
員
の
貸
与
品

消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服
品

（活
動
服
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
長
靴
な
ど
）
は
全
て
支
給
し

ま
す
。

▼
福
利
厚
生

磐
田
市
消
防
団
応
援
の
店
、
マ
イ
カ
ー
共
済
、

準
中
型
免
許
取
得
補
助
制
度
、
公
務
災
害
補

償
な
ど
の
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

磐
田
市
消
防
団
と
は
？

消
防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

市
町
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
消
防

団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
一
方
、
他
に
生な

り

業わ
い

の
あ
る
地
域
住
民
が
自
発
的
に
参
加
し
て
活

動
す
る
防
災
組
織
で
す
。
消
防
署
と
連
携
し

な
が
ら
、
消
火
活
動
、
災
害
時
の
救
助
活
動
、

地
域
の
防
火
、
防
災
啓
発
活
動
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
消
防
団
は
、
市
内
を
１
団
本
部
、
７

方
面
隊
、
28
分
団
、
61
台
の
消
防
車
両
、
消
防

団
員
9
2
7
名
で
磐
田
市
を
守
っ
て
い
ま
す
。

現
役
団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

豊田方面隊第１分団豊田方面隊第１分団

分団長分団長　　和田　裕和田　裕

消
防
団
を
応
援
す
る
事
業
所
を
募
集

▼
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

表
示
証
を
事
務
所
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
、
事
業
所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地

域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
と
あ
わ
せ
て
、
静
岡

県
の

「
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
事
業
所

等
に
対
す
る
事
業
税
の
減
免
措
置
」
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
税
2
分
の
１

相
当
を
控
除

（
控
除
限
度
額
１
０
０
万
円
）

す
る
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
認
定
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

▼
磐
田
市
消
防
団
応
援
の
店

　

市
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
消
防
団

員
と
そ
の
家
族
に
向
け
て
、
商
品
の
割
引

な
ど
の
で
き
る
範
囲
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
を
応
援
す
る

事
業
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
社
会
貢
献
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

集
客
率
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
警
防
課
消
防
団
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

▲ホームページ

▲訓練や地域イベントでの様子

　

磐
田
市
役
所
に
勤
務
す
る
和
田
さ
ん
は
、

市
役
所
で
勤
務
す
る
傍
ら
消
防
団
員
と
し

て
、
火
災
出
動
や
訓
練
指
導
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
．�

同
じ
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
入
団
し
て
み
る
と
、

優
し
い
先
輩
や
年
齢
の
近
い
世
代
の
団

員
も
多
く
安
心
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
消
防
団
活
動
で
印
象
的
な
こ
と
は
？

Ａ
．�

自
分
が
住
ん
で
い
る
す
ぐ
近
く
で
建
物

火
災
が
発
生
し
、
そ
の
時
に
改
め
て
消

防
団
活
動
の
重
要
性
を
肌
身
で
感
じ
ま

し
た
。
自
分
の
生
活
が
守
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
う
い
っ
た
組
織
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
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第
10
回　

い
わ
た
ぬ
く
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

み
ん
な
で
軽
ト
ラ
市
い
わ
た
駅
前
☆
楽
市

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
福
祉
事
業
所
や
福
祉
団

体
が
出
店
し
ま
す
。
食
品
や
小
物
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
話
体
験
に
参

加
さ
れ
た
方
に
は
数
量
限
定
の
し
っ
ぺ
い
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と　

 

き
／�

12
月
14
日
㈰

 　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
J
R
磐
田
駅
前
ジ
ュ
ビ
ロ
ー
ド

           

（の
だ
歯
科
医
院
前
）

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

☎

FAX

福祉相談課

（i プラザ３階）

0538-37-4919

0538-36-1635

ページ番号

1001494

ページ番号

1001901

軽
ト
ラ
市
で
手
話
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
も
な

い
方
も
お
互
い
を
理
解
し
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
の
大
切
な
期
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
45
回　

磐
田
ふ
れ
あ
い
作
品
展

障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作
し
た
絵
画
や
書

道
、
工
芸
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　

 

き
／
12
月
3
日
㈬
～
7
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
6
時

（土
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館

▲第９回いわたぬくまるマーケットの様子

▲第４４回
　 磐田ふれあい作品展の様子

虐
待
か
ら

障
が
い
者
・
高
齢
者
を
守
る

☎

FAX

虐
待
は
、
虐
待
し
て
い
る
人
に
そ
の
自
覚
が

な
か
っ
た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
声
に
出

せ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

令
和
６
年
度
は
市
内
に
お
い
て
、
障
が
い

者
10
件
、
高
齢
者
46
件
の
虐
待
に
関
す
る
相

談
や
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

虐
待
と
は
次
の
よ
う
な
行
為
で
す

身
体
的
虐
待

た
た
く
、
ベ
ッ
ド
に
縛
る
、
突
き
飛
ば
す

心
理
的
虐
待

怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る

経
済
的
虐
待

年
金
や
預
貯
金
を
無
断
で
使
う
、
必
要
な

お
金
を
渡
さ
な
い

放
棄
・
放
任

（ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
事
を
与
え
な
い
、
医
療
受
診
を
さ
せ
な

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為

「虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
中
に
は
、
虐
待
を

受
け
て
も
我
慢
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
「
虐

待
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
次
の
相
談
窓
口
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

福祉相談課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2789

0538-36-1635

障がい者虐待防止センター ☎ 0538-84-6661

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

城山・向陽地域包括支援センター ☎ 0538-36-4865

中部地域包括支援センター ☎ 0538-37-1060

南部地域包括支援センター ☎ 0538-36-8900

豊岡地域包括支援センター ☎ 0539-63-0500

豊田地域包括支援センター ☎ 0538-36-1300

竜洋地域包括支援センター ☎ 0538-66-9221

福田地域包括支援センター ☎ 0538-58-3242

磐田警察署 ☎ 0538-37-0110

福祉相談課生活相談グループ ☎ 0538-37-2789

ページ番号

1001920
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地
域
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

☎

FAX

0538-37-2116

0538-32- ０１７７

危機管理課

（防災センター２階）

地
域
防
災
訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
を
想

定
し
、
自
主
防
災
会
初
動
訓
練
と
避
難
所
運

営
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

災
害
発
生
初
期
に
は
、
公
的
支
援
が
十
分
に

行
き
届
か
な
い
た
め
、
日
頃
の
備
え
や
訓
練
を

通
じ
て
、
家
庭
と
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
防
災

訓
練
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
会
初
動
訓
練

自
主
防
災
会
は
、
災
害
時
に
地
域
住
民
の

情
報
を
的
確
に
把
握
し
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会
初
動
訓
練
で
は
、
災
害
発
生

時
の
安
否
確
認
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

黄
色
い
タ
オ
ル
や
カ
ー
ド
を
玄
関
先
へ
掲
げ
、

「
私
は
無
事
で
す
」
と
自
ら
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
に
よ
り
助
け
が
必
要
な
人
を
い
ち
早
く

把
握
し
、
救
助
に
つ
な
げ
ま
す
。

ページ番号

１００８９５４

12
月
７
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日
で
す

避
難
所
運
営
訓
練

避
難
所
は
、
災
害
に
よ
り
自
宅
に
居
住
で

き
な
い
方
が
滞
在
す
る
場
所
で
す
。
各
地
域
の

避
難
所
運
営
訓
練
に
参
加
し
、
避
難
所
を
ど

の
よ
う
に
運
営
す
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
運
営
訓
練
で
は
、
各
避
難
所
が
企

画
す
る
避
難
者
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ト
イ
レ
設

営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▲黄色いタオル▲受付 ・名簿作成

▲炊き出し訓練

過
去
の
大
規
模
な
災
害
で
は
、
被
災
者
の

多
く
が
近
隣
住
民
に
よ
り
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
の

助
け
合
い
に
よ
る
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

災
害
時
な
ど
に
自
分
の
力
だ
け
で
は
避
難

が
で
き
ず
、
地
域
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
在

宅
の
方
で
す
。
避
難
支
援
が
必
要
な
方
を
「避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
登
録
し
、
避
難

方
法
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

※
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

登
録
を
お
す
す
め
す
る
方

以
下
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、

か
つ
A
〜
C
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
要
介
護
3
～
5
の
判
定
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
、2
級
に
該
当
す
る
方

③
療
育
手
帳
の
A
判
定
を
受
け
て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

（難
病
指
定
患
者
）

⑥
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

⑦
①
～
⑥
の
項
目
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
方

A
福
祉
施
設

（老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
）
に
入
所
し
て
い
な
い

B
自
分
の
力
だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

C
避
難
を
支
援
し
て
く
れ
る
人

（家
族
や
親

族
な
ど
）
が
近
く
に
い
な
い

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

☎

FAX

福祉政策課

（i プラザ３階）

0538-37-4814

0538-37-6495

ページ番号

1001494

ページ番号

１００１９８８

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要
な
方
へ

▲黄色いカード
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今
す
ぐ
始
め
よ
う
！

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策

☎

FAX

環境課

（西庁舎１階）

0538-37- ２７０２

0538-37- ５５６５

ページ番号

1001494

 

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、

飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
安
全
も
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
と
安
全
に
避
難
す
る
た
め
、

日
頃
か
ら
避
難
行
動
な
ど
を
考
え
、
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
場

合
、
避
難
所
に
は
動
物
が
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者

が
い
る
た
め
、
普
段
の
生
活
以
上
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

飼
い
主
が
日
頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
ノ
ミ
、
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど

の
健
康
管
理
を
行
う

・
最
低
限
の
し
つ
け
を
行
い
、
ケ
ー
ジ
に
慣
ら

し
て
お
く

・
鑑か

ん
さ
つ札

や
迷
子
札
を
装
着
し
、
所
有
者
を
明

示
す
る

・
事
前
に
避
難
所
と
避
難
経
路
を
確
認
す
る

ページ番号

1010091

災
害
に
備
え
た
事
前
の
準
備

・
水
と
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

最
低
５
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

・
ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

日
頃
か
ら
入
る
た
め
の
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う

・
ト
イ
レ
用
品

防
臭
袋
や
消
臭
効
果
の
あ
る
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
、

猫
砂
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

 

こ
の
他
に
も
準
備
物
や
避
難
方
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
省
ま
た
は
静
岡

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
な
い
方
へ

 

避
難
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ッ
ト
が
同
行
避

難
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
安
全
を
守
る
た
め
に▲環境省

ホームページ

▲静岡県
ホームページ

乾
燥
す
る
季
節
は

火
災
に
ご
注
意

予防課

（福田支所３階）

0538-59-1718

0538-59-1766

☎

FAX

屋
外
で
も
火
の
用
心

屋
外
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
要
注
意

降
水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
冬
季
に
暖
房
器
具
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
や
、
枯
れ
た
草
や
枝
な
ど
の
焼
却
行
為

が
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
度
火
災
が
起
こ
る
と
、
強
い
風
に
あ
お

ら
れ
、
ま
た
た
く
間
に
燃
え
広
が
り
、
近
年

で
は
大
規
模
な
森
林
火
災
に
発
展
す
る
例
も

増
え
て
い
る
た
め
、
特
に
屋
外
で
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

※
野
焼
き
は
、
法
律
に
よ
り
一
部
例
外
を
除

き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

飛
び
火
か
ら
火
災
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

風
が
強
く
、
乾
燥
し
て
い
る
と
飛
び
火
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
飛
行
距
離
は
、

数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
時
に
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
火
種
が
思

わ
ぬ
場
所
で
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
大
き
な

被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
、
火
の
後
始
末
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
防
止
の
注
意
点

火
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
各
自
が
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
乾
燥
・
強
風
の
日
に
た
き
火
や
火
入
れ
を

し
な
い

・
火
気
を
使
用
す
る
際
は
目
を
離
さ
な
い

・
消
火
用
の
水
を
用
意
し
て
お
く

・
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る

・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
火
遊
び
は
し
な
い

▲市内で発生した林野火災の様子

11
広
報 10

広
報2025年（令和7年）11月号 2025年（令和7年）11月号

https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/1_law/disaster.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1003638/1003653/1003673/1003674/1044001/1030213.html


12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

☎

FAX

0538-37-4814

0538-37-6495

福祉政策課

（i プラザ３階）

国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年(

昭
和
23

年)

12
月
10
日
の
第
３
回
総
会
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
こ
の

日
を
「人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
幸
せ
に

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
内
で

は
16
人
が
活
動
し
て
お
り
、
市
役
所
な
ど
と
連

携
し
て
人
権
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ページ番号

1008795

誰
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か

こども若者家庭センター

（i プラザ 2 階）

0538-37-2018

0538-37-2812

☎

FAX

周
囲
の
気
づ
き
が
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

 

手
伝
い
の
範
囲
を
超
え
て
日
常
的
に
家
族

の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
時
間
が
持
て

ず
学
業
や
友
人
関
係
な
ど
日
常
生
活
に
影
響

が
出
て
い
る
子
ど
も
・
若
者
を
い
い
ま
す
。

こ
の
家
族
の
ケ
ア
と
は
、
大
人
が
担
う
と

想
定
さ
れ
る
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
も
」
と
相
談
さ
れ
た
ら

無
理
に
悩
み
を
聞
き
出
そ
う
と
せ
ず

「
大

丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
て
寄
り
添
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

・
磐
田
市
こ
ど
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
３
８
ー
35
ー
４
３
１
７

・
磐
田
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
５
３
８
ー
37
ー
４
９
２
３

・
静
岡
県
う
ち
あ
け
ダ
イ
ヤ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

市
の
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

①
人
権
身
の
上
相
談

と　

き
／
毎
月
第
１
木
曜
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
福
祉
政
策
課
（
i
プ
ラ
ザ
３
階
）

②
そ
の
他
の
活
動

・
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
の
人

権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
事
業

・
幼
稚
園
や
小
中
学
校
な
ど
で
の
人
権
教
室

・
人
権
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

・
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
連
携
し
た
啓
発

・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

な
ど

▲ホームページ

ページ番号

１００9730

▲ジュビロ磐田との啓発

▲人権教室

障がいや病気の家族に

代わり、 家事をしている

家族に代わり、 幼いきょ

うだいの世話をしている

言葉が不自由な家族の

ために通訳をしている

家族に代わり家計を支え

るため、 労働をしている

日常的に問題を抱える

家族に対応している

障がいや病気のある家

族の世話をしている

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
主
に
担
っ
て
い
る
こ
と
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11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

☎

FAX

市民相談センター

（本庁舎１階）

0538-37-4746

0538-39-2262

ページ番号

1001494

　

あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る
、
そ

れ
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
生
命

を
奪
わ
れ
る
、
最
愛
の
家
族
を
失
う
、
心
身
に

傷
を
負
う
な
ど
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

理
解
不
足
や
噂
話
、
誹
謗
中
傷
な
ど
に
よ
る

二
次
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、

犯
罪
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
の
被
害
を

受
け
た
方
に
対
す
る
適
切
な
支
援
と
人
権
を

尊
重
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

　

被
害
を
受
け
た
方
が
平
穏
な
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

二
次
被
害
と
は
？

　

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る

（取

材
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
含
む
）
と
差

別
や
偏
見
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
人
の
思
い
込
み
に
よ
り
対
人
関
係

を
遮
断
す
る
こ
と
で
、
好
意
で
行
う
周
囲
の

励
ま
し
が
二
次
被
害
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

ページ番号

1009075

市
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
使
用
し
て

い
る
自
動
車
に
後
付
け
の
急
発
進
抑
制
装
置
を

設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限

令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

対
象市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
自
動
車
運

転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
方

（
申
請
日

時
点
）

補
助
対
象

後
付
け
急
発
進
抑
制
装
置
の
購
入
お
よ
び

設
置
費
用

補
助
金
額

限
度
額
１
万
円

（千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
1
人
1
回
(1
台
)ま
で

補
助
対
象
機
器

�

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

「
急
発

進
抑
制
装
置
」
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
機

能
を
有
す
る
も
の

あ
り
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
、
市
は
広
く
啓
発
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

　

相
談
内
容
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
を

お
伝
え
し
、
ご
希
望
に
応
じ
て
窓
口
へ
の
橋
渡

し
を
行
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
し
く

は
、
窓
口
で
お
受
け
し
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
総
合
案
内
窓
口

（本
庁
舎
1
階 

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
37
‐
４
７
４
６　

FAX�

39-

２
２
６
２

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

（閉
庁
日
を
除
く
）

急
発
進
抑
制
装
置
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

☎

FAX

自治デザイン課

（本庁舎２階）

0538-37- ４７５１

0538-32-2353

ページ番号

１００７９１６

今
年
度
で
制
度
が
終
了
、
申
請
は
お
早
め
に

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方
が

平
穏
な
生
活
に
戻
る
た
め
に

①
急
発
進
抑
制
タ
イ
プ

自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
徐
行
時
に
、
ア

ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
セ
ン

サ
ー
が
異
常
を
感
知
し
、
急
加
速
を
抑
制

す
る
機
能

②
障
害
物
感
知
タ
イ
プ

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
セ
ン
サ
ー

が
感
知
し
て
い
る
状
態
で
、
ア
ク
セ
ル
を
強

く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
加
速
を
抑
制
す
る

機
能

申
請
方
法

装
置
の
設
置
前
に
次
の
書
類
を
自
治
デ
ザ

イ
ン
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

•
交
付
申
請
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
)

•
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
設
置
に

係
る
見
積
書
の
写
し

※�

運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
・

本
補
助
金
の
申
請
者
の
名
前
と
住
所
が
一

致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
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平
和
に
つ
い
て

と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う

☎

FAX

0538-37-4803

0538-37-4829

総務課

（本庁舎３階）

戦
後
80
年
磐
田
市
平
和
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

広
島
平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る

「
原
爆
の

子
の
像
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
佐
々
木
禎さ

だ

子こ

さ
ん
の
兄
で
あ
り
、
ご
自
身
も
被
爆
体
験
者

で
あ
る
佐
々
木
雅
弘
さ
ん
や
、
磐
田
市
の
戦

争
体
験
者
に
よ
る
平
和
講
演
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
広
島
派
遣
事
業

参
加
者
・
磐
田
市
内
の
平
和
団
体
な
ど
に
よ

る
発
表
も
行
い
ま
す
。

 

戦
争
体
験
者
は
年
々
少
な
く
な
り
、
当
時

の
事
実
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
戦
争
体
験
者
が
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は
何
か
、
次
の
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た

め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
会
場
で
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き
／
12
月
13
日
㈯
13
時
〜
16
時

　
　
　
　

※
受
付
開
始
12
時
30
分

と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
参
加
者
に
は
、

磐
田
市
平
和
啓
発
ブ
ッ
ク
お
よ
び
戦
後
80

年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
を
配
付
し
ま
す

（
先
着

順
・
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

ページ番号

第
26
回
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

ページ番号

１００８３１８

戦
後
80
年
磐
田
市
平
和
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
、
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
4
9
0
点

も
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

・
未
来
に
つ
な
ぐ　

平
和
の
誓
い
と 

み
ん
な

の
笑
顔

 

戦
争
を
経
験
し
た
方
々
の
記
憶
や
思
い
を

語
り
継
ぎ
、
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
で
、

家
族
や
友
達
の
笑
顔
と
何
気
な
い
日
常
が
未

来
永
劫
続
く
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

（浜
松
日
体
中
２
年　

木き

瀬せ 

綾
乃
さ
ん
）

▼
優
秀
賞

・
末
永
く 

平
和
の
花
を 

咲
か
せ
よ
う

（磐
田
市
在
住　

鈴
木 

克か
つ

佳よ
し

さ
ん
）

・
愛
す
る
子
ら
へ 

笑
顔
で
渡
そ
う 

平
和
の
バ

ト
ン

（磐
田
市
在
住　

深
澤 

真
由
美
さ
ん
）

・
あ
ら
そ
わ
な
い
で 

助
け
合
お
う 

平
和
は
人

が
作
る
も
の

（磐
田
北
小
４
年 

寺
田 

悠は
る

希き

さ
ん
）

※
全
入
賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

☎

FAX

0538-37-4832

0538-37-5034

スポーツのまち推進課

（本庁舎２階）

12
月
6
日
㈯　

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
26
回
大
会
と
な
る
今
回
は
、
12

月
６
日
㈯
午
前
10
時
に
静
岡
県
庁

前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

昨
年
は
市
の
部
13
位
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
も
襷

た
す
き

を

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
６
月
か
ら
毎

週
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
選
手
個
々
の
努
力
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。ふるさとの誇りを胸に、 走る喜び

を体中で感じながら、 チーム一丸

となって襷
たすき

をつなぎます。 応援よ

ろしくお願いします。

鈴
すず

木
き

 陽
はる

豊田東小６年

磐
田
市
チ
ー
ム
登
録
選
手
紹
介

（令
和
７
年
11
月
１
日
時
点
）

ヌーニェス茅
かや

野
の

レオン

東部小６年
星
ほし

野
の

 梨
り

空
く

東部小６年
氏
うじ

原
はら

 梨
り

結
ゆ

豊田東小６年
加
か

藤
とう

 悠
ゆ

衣
い

豊田南小６年
平
ひら

野
の

 空
くう

哉
や

豊田南中２年
温
ぬく

井
い

 康
こう

太
た

神明中 3 年

三
み

宅
やけ

 彩
あ

也
や

音
ね

豊田中 3 年
山
やま

中
なか

 穂
ほ

乃
の

花
か

豊田中２年
本
ほん

間
ま

 遥
よう

裕
すけ

豊川高１年
永
なが

井
い

 優
ゆう

汰
た

浜松商業高２年
河
か わ い

合 拓
たく

杜
と

浜松開誠館高2年

宮
みや

嶋
じま

　萌
め

衣
い

常葉大附属菊川高１年

鈴
すず

木
き

 海
かい

登
と

中京大 1 年
峐
はげ

下
した

 拓
たく

斗
と

NTN
吉
よし

長
なが

 日
ひ

向
な

子
こ

浜松ホトニクス
中
なか

川
がわ

 真
ま

弓
ゆみ

ランシェルジュ
鈴
すず

木
き

 清
きよ

志
し

浜松ホトニクス
桑
くわばら

原 武
たけひろ

大
SMILEY ANGEL

▲チームの

   ユニフォーム

監
督

伊
い

藤
とう

 裕
ゆう

子
こ

子育て支援センター
とことこ

長
は

谷
せ

川
がわ

 幸
ゆき

和
かず

ヤマハ発動機
ビズパートナー

安
あん

間
ま

 佳
か

子
こ

神明中２年
中
なか

村
むら

 実
みの

莉
り

豊岡中 2 年

コ
ー
チ

戦
後
80
年
の
節
目
の
年
に

1015919 ・ 1015245

PB
広
報 14

広
報2025年（令和7年）11月号 2025年（令和7年）11月号




